
岡山畜産便り 1961.07 

農業情報 
順調に伸びる乳牛、にわとり 
〔乳用牛とにわとりの 

飼養頭羽数に関する統計（速報）〕 
 昭和 36年２月１日現在の乳用牛、にわとりの飼養

羽数について、さる５月 20 日、農林省統計調査部か

ら発表されましたが、その概要はつぎのとおりです。 

１、乳用牛 

（イ） 昭和 36 年２月１日現在の全国の乳用牛飼養

頭数は 884,940 頭で、前年に比し 61,440 頭

（7.5％）の増加となっている。年令別には２

才以上の増加が多く、前年比 108.5％となって

おり、２才未満は 5.6％の増加率を示した。 

 また２才以上のうち経産牛と搾乳牛の増加

は２才以上全体よりやや低く、前年比はそれ

ぞれ 106.8％、107.2％となっている。 

（ロ） 地区別の総頭数を前年と比べると、九州中

国は 19％、18％の増加を示したが、北陸、近

畿、東海は停滞的であり、東山は５％の減尐

をみせている。 

 

２、にわとり 

（イ） 昭和 36 年２月１日現在の全国のにわとり飼

養羽数は 7,189 万羽で、前年より 1,726 万羽

（31.6％）の増加となっている。性別、月令

別に前年と比較すると、性別ではおすの増加、

月令には６ヵ月未満のものの増加がめだって

いる。めすのうち６ヵ月以上は 25.7％、６ヵ

月未満は 55.0％、おすのうち６ヵ月以上は

2.2％、６ヵ月未満は 102％それぞれ増加して

いる。 

（ロ） 地区別には関東、東海、近畿、九州の増加

が目立ち、とくに関東は 74.8％の増加率を示

した。一般に大都市をひかえた地方の増加が

著しい。 

 

４月分牛乳、乳製品の生産消費（全国） 
 農林省統計調査部５月 26 日公表の速報によると、

４月分牛乳の生産と消費の状況はつぎのとおり。 

１、牛乳生産量 

 36 年４月の牛乳生産量は、176.9 千トン（942.9

千石）で前月の生産量

に比べ、約２千トンの

増加（日量 104.6％増）

となった。これは前年

同月の生産量に対し

113％にあたり、昨年

10 月以降引きつづき

113％前後の増加率を

保っている。 

 これを地区別にみ

るとほぼ前月同様概

して西日本の増加率

が高く、中でも中国、

九州の両地区は、昨年

10 月以降引きつづき

２割以上の高い増加

率を示している。 

２、用途別消費量 

 36 年４月の飲用乳

用と、乳製品等加工用

と、乳製品等加工用消
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費量は 84.0 千トン（447.3 石）および 78.0 千トン

（415.7 千石）で、前年同月のそれと比較して、前者

は 109.3％、および 115.9％となった。なお、飲用乳

用については、学校給食向量の減尐などの影響もあ

って、３月の消費量より約１千トンの減尐となって

いる。 

 これを地区別にみると、飲用乳用では各地区とも

前年同月の消費量を上廻っており、乳製品等加工用

消費量も前年同月に比べ、北海道を除き他の地区は

いずれも増加し、中でも東海、中国、九州の各地区

は４割上の増加を示している。 

 

最近のひな発生の動き 
 農林省では、このほど昭和 35 年中のひなの発生状

況を発表しましたが、これをもとに５月１日付け農

業情報で最近のひ

な発生の動向をお

およそつぎのとお

り述べています。 

概  況 

 ①35 年春びな

（１～６月）は前

年同期を 32％上

回り、同じく秋び

なは 65％上回っ

た。つまり秋びな

の増加率がいちじ

るしく高く、発生

は年間を通じて行

なわれる分散の型

に変りつつある。

②ひなの品種は、

主として雄びなが

ブロイラーに用い

られる１代雑種鶏

の増加率が高く、

春びなにこの傾向

がめだっている。

③36 年春びなの

発生羽数について

も、前年同期を上

回る地方が多くみ

られる。 

▽高い秋びなの増加率 

 年間の総発生羽数にしめる春びなの割合は、32、

３年の 83～84％から、34年 80％、35 年 76％へと漸

次低下している。一方秋びなは最近のいちじるしい

発生増で年間にしめる割合は高まっている。もう１

つの注目される点は、春びなでは２、３、４月、秋

びなでは９、10 月以外の月、すなわち、１、６、７、

８、11、12 月の各月の増加が目立ち、このためひな

の発生はしだいに各月に分散するような傾向に変わ

ってきている。これは最近ブロイラーの飼育が盛ん

になってきた一方、集団養鶏あるいは企業的養鶏が

全国的に普及し、ひなの需要が年間を通じて行なわ

れはじめたとみとめられる。 

▽いちじるしい増加をみせる一代雑種 

 つぎに発生羽数を品種別にみると、採卵鶏の「白

レグ」が現在でも大部分をしめることにはかわりな

いが、表でみると「白レグ」よりも一代雑種の「ロ

ードホーン」や「ロックホーン」種の増加率が高く、

35 年は 30％をしめる 5,860 万羽に達し、32年の約２

倍の増加となっている。 

▽増加する東山、東北、中国地域 

 産地別にみると 35 年春びなの発生羽数は東北、東

山、中国地域が高い増加率をみせ、全国のうちにし

めるこれら地域の割合も35年においてそれぞれ７％、

14％、13％をしめ、32 年同期をかなり上回っている。

一方主産地の東海の割合は 32 年同期の 34％から 35

年同期には 30％に低下している。 

▽主要産地の一代雑種の発生状況 

 各県とも一代雑種鶏増加率は採卵鶏よりも高い。
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このため 35 年春びなのなかにしめる一代雑種鶏の

割合は、愛知県では 38％を岐阜県では 65％を岡山

県では 25％をしめている。とくに岐阜県のひなの

発生はこの３年間で倍増するほどのめざましい増

加ぶりをしめているが、これは主として一代雑種鶏

の「ロックホーン」の増加によるものである。 

▽36年春びなの発生も前年を上回るみこみ 

 36 年春びなの導入傾向をみると、最近の卵価の

安値や肉鶏の値下りに加え、前年末より飼料価格が

値上りしていることなどの事情から、小羽数の飼育

農家のひな導入は減るものとみられる。しかし、企

業的養鶏や集団養鶏ではひきつづきひなの導入意

欲が強まっているので、春びなの発生羽数は多くの

府県では前年同期を上回るものとみられる。 

 


